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上野たかし  

加増みつ子､遠山ちえ子  
関戸  勇  ､小池えつ子  

 ９月下旬に始まった臨

時国会は１７日に閉幕し

ました。マスコミでも「採

決強行国会」と特徴づけ

るほどの強行採決が繰り

返されたこの国会。中味

を見れば「不幸を当たり

前！」とした政治に尽き

る安倍政権の姿勢が節々

にかいまみられた国会で

した。 

「カジノ法案」審議の

中で参考人が述べた－

「経済成長」という大義

があれば人の不幸を前提

にした政治も許されるの

かに如実に表されていま

す。 

与党政権は、ギャンブ

ル依存症患者を増やすカ

ジノ法案を「日本の成長

戦略の目玉」と呼び、多

国籍企業の利益のために

農林漁業者や中小・零細

12

月
定
例
議
会
は
、
手
数
料
・
使
用
料
値
上
げ
中
止
を
求
め

る
な
ど
の
請
願
・
陳
情
と
、
関
係
条
例
や
補
正
予
算
、
意
見
書
・

決
議
な
ど
58

件
を
審
議
し
閉
会
。
保
守
・
公
明
与
党
は
、
今
議

会
最
大
争
点
の
値
上
げ
問
題
で
は
５
２
０
０
筆
の
署
名
が
寄
せ

ら
れ
た
請
願
と
、
値
上
げ
関
係
条
例
の
委
員
会
審
議
を
省
略
し
、

請
願
者
の
発
言
機
会
を
奪
う
な
ど
、
ル
ー
ル
違
反
の
運
営
で
値
上

げ
を
強
行
し
ま
し
た
。 

２
０
０
件
を
超
え
る
手
数
料
・
使
用
料
の
値
上
げ
は
、
平
均
1.5

～
２
倍
、
年
間
総
額
８
０
０
０
万
円
の
市
民
へ
の
負
担
増
と
な
る

も
の
で
す 

違
法
行
為
正
す
議
員
に
、
発
言
封

じ
の
決
議 

公
明
・
保
守
会
派 

１
３
日
の
議
会
閉
会
直
前
、「
加
増

み
つ
子
議
員
の
反
省
と
法
令
・
条
例

の
理
解
を
求
め
る
決
議
案
」（
提
出
公

明
党
染
谷
和
博
議
員
ら
３
名
）
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
。
決
議
は
、「
手
数
料
、

使
用
料
の
審
議
の
際
、
加
増
議
員
は

 議会最終日も多

数の市民が傍聴す

る中、市議会与党多

数派によって値上

げが強行されまし

た。その直後に請願

者らは、議会棟前で

集会を行い、値上げ

強行に対する抗議

の声明を発表。声明

は「値上げ問題をこ

れで終わらせず、公

今年も大変お世話になりました。 

来年もどうぞよろしくお願いします。 
２０１７年も、国政でも

地方政治でも野党と市民の

共闘、安倍暴走・藤井暴走

政治と対峙し、広く市民の

皆さんと力を合わせて頑張

ります。 

「
法
違
反
」「
条
例
違
反
」
と
繰
り
返

し
発
言
し
た
「
予
算
の
議
決
は
、
款
・

項
ま
で
が
対
象
」
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
「
議
会
」
と
い
う
公
式
の
場

で
の
発
言
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
こ

と
」
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
値
上

げ
条
例
」
を
決
め
る
前
の
パ
ン
フ
発

行
は
「
地
方
自
治
法
と
市
条
例
違
反
」

と
記
述
し
た
日
本
共
産
党
発
行
の

「
明
る
い
取
手
」
に
対
し
て
も
言
及

し
て
い
ま
す
。 

「
違
法
」
パ
ン
フ
発
行
に 

予
備
費
充
用
許
さ
れ
ず 

市
長
と
与
党
議
員
等
は
、「
値
上
げ

説
明
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
行
」
へ
の

予
備
費
の
充
用
は
、
予
算
の
目
・
節

で
あ
り
、
議
会
の
議
決
権
は
及
ば
ず
、

市
長
の
裁
量
権
の
範
囲
と
主
張
し
、

「
違
法
」
と
の
追
及
を
か
わ
そ
う
と

し
た
も
の
で
す
。
予
算
の
目
・
節
の

部
分
な
ら
「
違
法
パ
ン
フ
」
に
予
備

費
を
使
う
こ
と
も
許
さ
れ
る
と
で
も

い
う
の
で
し
ょ
う
か
。 

多
数
決
で
罪
免
れ
な
い 

一
方
的
な
市
の
進
め
方
に
「
議
会

と
市
民
を
軽
視
す
る
も
の
」
等
、
市

民
の
批
判
が
広
が
り
ま
し
た
。
加
増

市
議
は
「
予
算
と
条
例
の
議
決
権
限

は
議
会
に
あ
り
、
市
長
が
す
で
に
決

定
し
た
も
の
と
し
て
伝
え
る
内
容
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
・
配
布
し

た
こ
と
は
、
地
方
自
治
法
と
市
条
例

違
反
」
と
厳
し
く
追
及
し
て
き
ま
し

た
。
決
議
は
、
市
長
の
違
法
行
為
を

容
認
し
、
議
会
ル
ー
ル
を
踏
み
に
じ

り
値
上
げ
を
強
行
し
た
与
党
の
罪
を

免
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

数
の
力
で
の
議
決
で
市
長
の
違
法

行
為
は
免
れ
な
い
ば
か
り
か
、
決
議

提
案
者
と
賛
成
議
員
の
議
員
と
し
て

の
資
質
が
疑
わ
れ
る
ば
か
り
で
す
。 

業者、市民生活を犠牲に

するＴＰＰを「成長の起

爆剤」と位置付けてきま

した。 

限りない年金削減を押

し付ける年金カット法の

審議で安倍首相は、現状

でも基礎年金が極めて低

く生活できないことを認

めながらここでも経済状

況を理由に給付削減を合

理化しました。年金に加

え医療・介護の負担増や

給付減、社会保障費削減

策とは対照的に過去最高

を更新する軍事費は「戦

争する国づくり」と対を

なし、国民との矛盾は広

がるばかりです。国民は

安倍政権の本質を急速に

見抜きつつあり、国会で

の多数を国民の多数と錯

覚した政府与党に厳しい

目が向けられています。 

共施設等使用料値

上げ問題と市政を

考えるつどい」等を

企画開催するなど

広く市民と共同し

引き続き行動する

との声明を発表し

ました。 

 

[12 月 13 日の

請願者の声明は

裏面に ] 

１２月議会提出の請願と陳情署名にご協力あり
がとうございました。６件の請願、合わせて 5,200 筆      
市民団体と市民は、1 か月程度の短期間で 5,200筆の議会提出署名

を広げるとともに、取手市に対し説明会開催の要求を行い実施させま

した。市役所前でのスタンディングアピール、駅前集会やパレード等、

精力的な取り組みを行って来ました。 

日本共産党も力を合わせました。 
 

１２月議会での値上げ問題に関する各党議員の態度などは、
裏面をご覧ください。 
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⚫手数料、使用料の料金見直しに関する公聴会開催を求める請願書 
（雫の会提出） 

⚫手数料、使用料値上げ案についての徹底審査を求める請願（個人の提出） 
⚫公民館等公共施設の使用料、コミュニティバス値上げ中止を求める請願書 
                  （取手文化の会・中ホールの会提出） 
⚫手数料、使用料値上げ中止を求める請願書 

（くらしと平和を守るネットワーク取手提出） 
⚫コミュニティバス・入浴施設の値上げ中止を求める請願書 

（生活と健康を守る会提出） 
⚫公共施設、スポーツ施設の使用料値上げに関する陳情（個人の提出） 

陳　　情

加増みつ子 ○ ○ ○ ○ ○ ○

遠山ちえ子 ○ ○ ○ ○ ○ ○

関戸　勇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

小池えつ子 ○ ○ ○ ○ ○ ○

小堤　修 × × × × × ×

岩澤　信 × × × × × ×

渡部日出雄 × × × × × ×

結城　繁 × × × × × ×

赤羽直一 × × × × × ×

佐藤　清

落合信太郎 × × × × × ×

染谷和博 × × × × × ×

阿部洋子 × × × × × ×

齋藤久代 × × × × × ×

吉田　宏 × × × × × ×

入江洋一 × × × × × ×

佐藤隆二 × × × × × ×

細谷典男 × × × × × ×

山野井隆 × × × × × ×

石井めぐみ × × × × × ×

関川　翔 × × × × × ×

竹原大蔵 × × × × × ×

飯島悠介 無所属 ○ × × × × ○

池田　慈　　 ネット ○ ○ ○ ○ ○ ○

「○」は賛成、「×」は反対

公共施設、スポー

ツ施設の使用料値

上げに関する
会　派議　員

請　　願

手数料、使用料の

料金見直しに関す

る公聴会開催を求

める

手数料、使用料値

上げ案についての

徹底審査を求める

公民館等公共施設

の使用料、コミュ

ニティバス値上げ

中止を求める

手数料、使用料値

上げの中止を求め

る

コミニュティバス

入浴施設の値上げ

中止を求める

共産党

はやぶさ 

議　　　　長

公明党

創生会

12 月定例市議会最大の焦点は、市民に年間 8,000

万円の負担増を求める、取手市手数料・使用料値上げ

に関する値上げ関係条例改悪案と値上げ中止など求め

る請願・陳情についての審議でした。 

審議した議会は、保守・公明与党の多数により、「公

聴会開催」・「徹底審査」を求める２つの請願までも議

会のルールに違反する運営で不採択とし、値上げを強

行しました。 
 

請願・陳情での会派・議員の態度は一覧表の通りです。 

「値上げ条例」には、日本共産党と池田めぐみ議員のみ

値上げに反対、他の議員はすべて値上げに賛成。 

公共施設等使用料・手数料値上げ問題と 
市政を考えるつどい 

と き  平成２９年１月２２日（日） 
        午後１時３０分～４時 

ところ  取手市福祉会館 ３階講座室Ｂ 
 
○発 言 スポーツ施設・入浴施設・コミュニティバス・公民館等利用者 

ウェルネスプラザ事業に関すること等参加者の発言 

 ○特別報告 

神奈川県秦野市における公共施設等使用料値上げ反対運動について  

秦野市公民館等公共施設使用料値上げ問題を考える会代表 

奥田 勲さん 

○専門家からの助言 

埼玉県自治体問題研究所事務局長、前国学院大学経済学部講師 

           渡辺 繁博さん 

○今後の活動について 

右の声明を発表した市民が呼びかけて主催します。 


